
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】和を表す記号Σとその性質を理解し，さまざまな数列の和を求めることができる。

□累乗の和

　自然数の数列の和について，等式    



   　……①を学んだ。



  

  

  

   

   

  
       

       

       

       

  
        




     

             

 
   




  

 
   




  



   


     



   

        



    

ここでは，から までの自然数の乗の和　      を求めてみよう。

問９）恒等式 
         を利用して，次の等式を証明せよ。

 
         

         

         

         

  
          



 
     

      
        


      




    




  


       

         

  
           

  
    

    

  
   


    

  
   

        





    


 



   

　　　　　　　         


 



  
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例７）　　         



     

　　　　　　         


 



   　　　　



○数列  の第項  が      　差の形に表されるとき　
 



      

●  が次式  のときは，    は  次式になる

の点を活用することになる。例えば
 




 を求めるとすると，

●より  
 次式のときは，    


     は次式になる。

したがって，○の左辺は
 



  
 



       
 




 

 




 

 



 
 



 である。

これについて，
 




 

 



 
 



 は既にわかっている公式を用いればの式にすることができる。

また，○の右辺は    


     となるのでの式で表すことができる。

   
          

         







※○の個数に注目すると…（三角数）

□累乗の公式の他の証明


 



     



  

 
  







 




         

     



    













 
   
     

       
         
           

 



































 





  

             





  

 






    


 




 



 
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    

          

  

     

 
 




 

 



 


 



 


 




         

     


 



   

※立方体の体積に注目すると…







例）         

　　　　　　　　　



   




   

　　　　　　　　　


 



    
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□和の記号Σ

   

　数列  について，初項から第項までの和を，第項  と和の記号Σを用いて
 



  と書く。

＜注意＞　一般に，

  は，数列  の第○項から第□項までの和を表す。

　　　　　　また，
 



  のように，の代わりに別の文字を使うこともある。

にから まで代入

例８）　　
 



  

　　　　
 



      

にから まで代入
深める

 



    
○

□

 ○

○△□に当てはまるもの

を考えてみよう

　　　　
 




          　　　　　　　　　　　　

例９）　
 




 ，　　

 




 ，　　

 






  

　　　は，いずれも和        を表している。　　　　　　

文字を変えたり，表現を変えたりしても

同じものを指す

基本的には「 第項 」

※ではないので注意しよう

和の記号Σ（シグマ）

　　　　
○

□

 ○        □ 

○に△から１ずつして代入して…

…□まで代入したものの和

　Σを用いて表された等比数列の和を求めてみよう。

初項，公比の等比数列　初項から第項

例１０）　
 



        
 

 



 
 

公比がより大きいので　　 
 

  

 

※初項，公比，項数が分かれば

　　等比の和の公式へ

初項，公比の等比数列　初項から第  項

　　　　　
 

 


 

 

 

 
            

   

 
  　
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　数列  において，      項がすべてのときは

が個



　　　　　　　　
 



  
 



  

となる。すなわち
 



 であり，特に　
 



  である。

　自然数の和，自然数の累乗の和など，いくつかの数列の和の公式は，Σを用いて，次のようにまと

数列の和の公式【重要!】

　　 
 



  　特に　 
 



  ，　　
 



 



 

　　
 




 



    ，　　　

 




 



 



   

 
められる。


例）         

 




 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

     

 




 では公式が使えない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  

　　　          

公式は「から」

スタートが鉄則


        

        


 




 

 




 

 





      




      





  




  




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□Σの性質

　つの数列  ，  と定数に対して，次の等式が成り立つ。

　　            

　　　　　　　　　　        

　　              

同じ○から△までなら，まとめたり，ばらしたり

代入に影響されないものはΣの外に出してもＯＫ

　Σの性質

　　　　　１　
 



    
 



  
 



 

　　　　　２　
 



  
 



  　　　はに無関係な定数

　したがって，Σについて次の等式が成り立つ。

　一般に，，をに無関係な定数とするとき，次のことが成り立つ。

　　　　　　　　　
 



      
 



  
 



 

　特に，  ，  とすると，次の等式が得られる。

　　　　　　　　　
 



    
 



  
 



 

　Σの性質や数列の和の公式を利用すると，次のような和が求められる。

Σを分配して整理する

Σを公式に置き換える





一般項が  の数列の初項第項から第項までの和例１１）

 



     
 




 

 



 
 



 





     




  

通分するポイント!



    




  




 

共通するもの（ 

）でくくる




      

整理する





  

問題が続く場合，因数分解ができるならしておくと良い



   
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例題６）次の和を求めよ。

　　　　　　　　          

　　まず一般項に注目　→　 をに変えてΣを付ける

Σを分配して整理する

Σを公式に置き換える





　　この和は，第項が    である数列の，初項から第項までの和であるから

　　　　　　
 




    

 



    
 




 

 






　　　　　　　　　　　


 



   




   

　　　　　　　　　　　 


 
   




    

通分するポイント!　　　　　　　　　　　 


 
   




    

共通するものでくくる　　　　　　　　　　　 


     

　　　　　　　　　　　 


  

  

　　　　　　　　　　　 


     

例題７）次の数列の初項から第項までの和を求めよ。

　　　　　　，，，……， ，……

　　まず一般項に注目　→　 をに変えてΣを付ける

　　この数列の第項  は　　   
 



 



 

　　　よって，初項から第項までの和は

　　　　　
 







   



  



   

　　　　　　　　　　 
   




 

 



 

Σを公式に置き換える　　　　　　　　　　 
 



    




 

通分するポイント!　　　　　　　　　　 
 



    




  

共通するものでくくる　　　　　　　　　　 





     

　　　　　　　　　　 

   
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